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研究の概要：
柔軟で安全な光ネットワーク構築に有効なOCDM（光符号分割多重；Optical
Code Division Multiplexing）に関する実験的研究を行う。

（特長）
・可変伝送速度による高度なネットワーク
・柔軟性の高いルーティング
・安全な通信：受動素子での符号化による信号拡散
・確実な通信：符号による帯域保証

実環境における伝送路の特性変動に対する耐力の高い、実用的な方式について
評価検討を実施する。

研究の目的：
OCDM伝送の実環境での実験的評価を行い、実用可能性を明らかとするとともに、
実用化に必要な改良点の把握を行い、回線利用効率の向上を目指す。

実験系の構成：
光波長： 通常の光通信波長帯域（1550nm帯）
伝送距離： 200 km（大手町－つくば間折り返し）
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研究開発状況：
OCDM送受信装置
・光符号種別

時間拡散－波長ホッピング方式
・光符号・復号器

FBG（Fiber Bragg Grating）
・伝送速度、多重数

10Gbps 2ch多重

伝送実験
右図のように、信号波形は伝

送路では拡散しているが、復号、
干渉除去により再生されている。

技術的優位性
・光符号／復号部：

光ファイバ特性の環境変化、
ゆらぎ、偏波分散に対応

・復調部：
光符号信号からのクロック再生

まとめ：
OCDM方式での基本的な２多重

伝送に成功しています。
実験結果を踏まえて、多重数の

増加などの開発に取り組みます。

将来の展望：
次世代のメトロ系光ネットワー

クへの適用を目指します。
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